
健康チェックカード【改訂版】の運用について 
 

＜基本的な考え方＞ 
◆ 自分の体調（教職員・生徒）を、具体的な視点で細かくチェックできるようにする 
◆ 登校・通勤しない目安となる症状を示し、該当症状がある場合は登校・通勤しないことを徹底 
◆ 登校・通勤しない日も必ずカードに記入することを徹底 
◆ 過去の体調不良や断続的な体調不良など、継続的に自分の体調を観察することを徹底 
◆ 体調に異変を感じた場合、ＰＣＲ検査を受検することになった場合は、速やかに学校に報告することを徹底 
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※ 高熱（目安 37.5 度前後よりも高い）がある場合、強いだるさや息苦しさを感じる場合、味やにおいを感じない場

合、かぜの症状や微熱（普段より高い熱）が続いている場合（断続的に症状がある、解熱剤を飲んでいる場合を含む）

は、医療機関等に相談すること 
 


